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平成 31年第４回  日高市教育委員会会議録  

 

開催の日時  平成 31年４月 24日（水曜日）  

午後１時 40分から３時 55分まで  

会議開催の場所  市役所 503会議室  

会議の公開又は非公開の別  公開。ただし人事案件については非公開。  

非公開理由  個人に関する情報が含まれるため。  

出席委員の氏名  中村一夫（教育長）・山川治美・島村由起男・井

上三枝・新堀陽子  

欠席委員の氏名  なし  

説明員の職氏名  教育部長  吉野靖彦・教育部参事  秋馬信之・教

育総務課長  荻野毅・学校教育課副参事  松崎努

・生涯学習課長  駒井実・高麗公民館長  岡村良

夫  

出席した事務局職員の職氏名  教育総務課主幹  菊地誠治  

傍聴者数  ０人  

会議資料の名称  会議次第・教育長報告・報告第２号・議案第 19号

から第 21号・配布資料一覧  

 

議題及び決定事項等  

 報告第２号  専決処理について  

原案どおり承認  

議案第 19号  日高市教育振興基本計画策定等委員会委員の委嘱について  

原案どおり可決  

議案第 20号  日高市就学支援委員会委員の委嘱について  

原案どおり可決  

議案第 21号  日高市社会教育委員の委嘱について  

原案どおり可決  

 

会議の経過  

１）前回会議録の承認事項  出席委員異議なく承認  

２）教育長報告の要旨  

○校長会議、教育委員会部課長会議における教育長指示・伝達内容について報告

した。  

○その他、各部課長から、実施した事業等の結果と今後の予定を報告した。  

 

３）教育長報告についての質疑及び答弁の要旨  

【教育長報告関連】  

（委員）高麗公民館の事業計画にある、女性のためのリフレッシュ教室とは高麗公
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民館のみの事業か。また、どのような内容か。  

（高麗公民館長）対象は日高市内全域となり、ヨガなどを実施している。  

 

（委員）市内小中学校の現状について、児童生徒数が減っているが、各地区で見た

場合、減少率が高いのはどの地区か。次の会議の機会でもよいので教えてほしい。  

（学校教育課副参事）４月時点での昨年比で、高麗小が△ 11 名、高麗川小が△ 10

名、高萩小が△ 27 名、高根小が△ 17 名、高萩北小が△ 53 名、武蔵台小が△ 17 名

で合計と資料の減人数が違うのは、集計時点後の転出入の関係である。減少率に

ついては、次回とさせていただく。一番減っているのは高萩北小となる。  

（委員）学校訪問時に感じるが、１０数年前と比べると児童生徒数が明らかに減っ

ている。市の政策として有効な策を考えるべきである。  

 

（委員）ユリイカについて、利用対象者は。  

（教育長）不登校の子どもたちが、学校へ復帰することを目的としたものである。

ユリイカを利用した子どもたちについて、出席日数としてみなすことが出来る。  

 

（委員）高麗川南公民館の事業でポーセラーツ体験の内容は。  

（生涯学習課長）白い皿にシールを張り、焼き付けると花柄の皿などが出来るもの

である。ペンを使うと文字も書ける。  

 

（委員）（株）バンダイによる出前授業の内容は。何か人脈があったのか。  

（生涯学習課長）工場から出るプラスチックごみなどのエコ再利用を通して、環境

を考える講座となっている。（株）バンダイのホームページにより申し込みが可

能となっている。  

 

【教育長報告：資料１関連】  

（委員）コミュニティ・スクールの実現に向けて、公民館の役割が非常に大事とな

ってくるが、公民館長としてどのような考えのもとに今年度進めていくのか確認

しておきたい。また、地区の体育祭について、地区ごとに盛り上がりの差がある

と思うが、高齢化によるケガが増えている中で、種目の見直しなどはどう考える

か。  

（高麗公民館長）コミュニティ・スクールについては、現状では高萩地区が先行し

て進んでいく中で、高麗地区としても学校長などと話をしているところであるが、

事業として、はっきりしていない部分も多く具体的な方向性を打ち出せない状況

である。  

（委員）高麗地区については、コミュニティ・スクールの概略を作る際に、他の地

区より地域の醸成の観点から、進めやすいと感じている。学校主導で小中一貫教

育だけ意識が先行している気がするが、地域全体でコミュニティ・スクールにつ

いても同時に進行していくべきである。現時点で、地域に関連している公民館長

が、コミュニティ・スクールのビジョンを描けないというところで、教育委員会
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として説明や共通認識が不十分であるのではないか。もう少し地域を良く知って

いる公民館長に権限を与えて、地域の考え方をまとめていくことも大事だと考え

る。  

（教育長）教育委員会として不足していたところである。公民館長への説明の中で、

方針を明確にできていなかった点があった。コミュニティ・スクールを進めてい

く中で、公民館は大きな役割を担っていただくこととなるので、しっかりと連携

していきたい。  

（委員）学校長が新しい方に変わっていく中で、公民館長については、日高の風土

を良く知っている方と考えられるため、公民館長の知識や知恵をうまく活用して

進めるのが望ましい。  

（教育長）公民館長、学校長の連携を早急に図っていきたい。  

（委員２）コミュニティ・スクールについて、委員として理屈では理解しているつ

もりであるが、実際、関係者や市民において、理解している方が少ないのではな

いか。来年度からスタートするにしては、理解度の進みが遅く共通理解が出来て

いないところが心配な点である。  

（委員）各地区に地元の名士と呼ばれる方がいると思うが、そういう方がキーパー

ソンとして動けるような環境を作っていかないといけない。  

（教育長）教職員について、小中一貫教育やコミュニティ・スクールの説明を進め

てきたところであるが、逆に教職員より地域の方々の方が、意識が高いことがあ

る。ここで何人か学校長も変わっており、逆に日高の風土を新しい視点で見てい

ただくことをチャンスと捉えていきたい。保護者や地域への説明については、今

後、順次進めていくところである。  

 

（委員）校長会議で配付した教育長の資料について、子どもたちのためにという部

分で、大人の都合である教職員の目線が入らないようにすることも大事である。

また、教育基本法について、１、２項は個となっているが、現代社会は個が中心

であるが、個が強いと社会構造が成り立たないので、子どもたちの段階で良く伝

えてほしい。また、本年度の最重点課題について、コミュニティ・スクールを基

盤とした小中一貫教育の具現化の中で、教職員の意識が不十分とあるが、全くそ

のとおりであるので、徹底をお願いしたい。小学校４年生の英語活動の授業を見

ていると英語に触れることを主眼としているところで、ただ聞いたりしゃべった

りしているだけに感じてしまい、何かが不足していると思う。もう少し、状況に

応じた一連の会話の流れをつかむように経験させないと効果がないのではないか。

状況を想定しないで、ただ英語を読んでいるだけでは、日本語の意味と関連づけ

も出来ないのではないか。  

（教育長）外国語活動と外国語授業の違いという部分がある。外国語に慣れること

が主な目的となっている。学年が上がるにつれ活用能力を高めるようにしていく

必要がある。  

 

（委員）学校で教職員が小学校３、４年生に教えているところを見学したが、ノー



 

 4 

トについて細かく指導しているが、板書をきれいに書き写すことが重要なのでは

なく、高学年になれば、板書を写すだけでなく自分なりのノートを作れるように

なることが大事である。  

（教育長）そのとおりである。思考力を高めるために自分の考えをまとめられるこ

とが大事である。  

 

（委員）日高塾の充実の中で、中学生ボランティアの活用など工夫できないかとあ

るが、どのような活用を考えているのか。人に教えるためにはその事柄を理解し

てないといけないので、教える側として勉強しなければいけないし、責任感と自

主性を育むことも出来るため、活用できれば大変良いことである。  

（教育長）中学生が、例えば土日の部活動が半日となり時間が空いた際に日高塾で

面倒を見てもらえれば、小中一貫教育に沿った形となるので活用したいと考えて

いる。  

 

（委員）体力の向上に関連して、最近の小学生について、姿勢が前傾となっており

非常に姿勢が悪くなっている。ランドセルなどが昔と比べ教科書を入れると非常

に重くなっている。これらも一因になっていると思われるが、背中に正しく背負

ってない場合もあるので、正しく持つことについても教えたほうが良い。  

（教育長）教科書については、学校に置いても良いという指導もしているが、確か

に近年の教科書は重量がある。  

 

（委員）学力調査の伸び率について、日高市は伸び率が良かったようであるが、検

証はどうなっているか。  

（学校教育課副参事）各学校での分析のほか、各学校の代表が構成員となっている

学力向上委員会などで、前任の担任の指導について良かった部分を広められるよ

うに研修をしてもらうように進めている。  

 

（委員）校長先生方に夢を語っていただきたいとあるが、小学生に夢を持てと言う

ことは難しいことである。  

（教育長）ここでの夢の意味は、校長としてのビジョンや教育への思いを持ってほ

しいという意味合いである。  

 

（委員）新任の教職員について、様子はどうか。  

（学校教育課副参事）特に大きな問題はない。慣れてきたところで色々課題は出て

くるであろうが、現時点では順調である。  

 

４）議案についての質疑及び答弁の要旨  

報告第２号について  

 【非公開のため記載せず】  
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 議案第 19号から第 21号について  

 【非公開のため記載せず】  

 

５）その他  

（１）次回定例会の日程等について  

○５月定例会：５月 17日（金曜日）午後１時 40分から  委員了承  

○６月定例会：６月 28日（金曜日）午後１時 40分から  委員了承  

 

（２）その他連絡事項  

  ○平成 31 年度埼玉県市町村教育委員会連合会総会  

   ５月 21日（火曜日）午後【川口市】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


